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ご使用の前に 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜お問い合わせ先＞ 
 
 
サーパス工業株式会社 
〒361-0037    埼玉県行田市下忍 2203 
ＴＥＬ：048(554)9760  ＦＡＸ：048(554)9906 
URL：http://www.surpassindustry.co.jp 
C 2006-2011 Surpass Industry Co.,Ltd. All rights Reserved. 

● 本製品を使用する前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで理解

してください。 
● この取扱説明書は、手近な所に大切に保管し、必要なときに、

いつでも取り出せるようにしてください。 
● 製品本来の使用方法および取扱説明書で指定した使用方法を 

守ってください。 
● 本書の注意事項に対しては、内容を理解の上、必ず守って   

ください。 
 
以上の指示を必ず厳守してください。指示に従わないと、怪我や

事故の恐れがあります。 

   警告 

<取扱説明書について> 

● 取扱説明書の内容は製品の性能・機能の向上により、将来予告

なしに変更することがあります。 
● 取扱説明書の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止

しています。 
● 取扱説明書を紛失したときは、当社までお問い合わせください。 
● 取扱説明書の内容には万全を期していますが、万一不審な点や、

誤り、記入漏れに気づいたときは、お手数ですが当社までご連絡
ください。 
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  安全に正しくお使いいただくために 

○ 表示について 
 

 この取扱説明書では、製品を正しくお使いいただき、使用者や他の人々

への危害や財産への損害を未然に防止するために、危険･警告･注意等の

表示を使用しています。 

 表示の意味は次のとおりです。これらの内容をよく理解してから  

本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 

 

   特に危険の表示で指示した内容は、十分に理解して必ず守ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      重要な注意事項、製品を正しく動作させるための注意事項などを
記載します。 

危険  
この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が死亡、

または重傷を負う可能性が切迫して生じることが想定される

内容を示しています。 

警告  

注意  

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が死亡

または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が傷害を

負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定

される内容を示しています。 
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危険／警告・指示事項 

 本製品を使用する前に以下の危険／警告・指示事項をよく読み、指示

に従ってください。 

○ 設置について 

危険 必ず守ってください!! 

● 危険な薬液、溶剤等に使用する場合は、必ず、全身を防護する耐 
薬品性の保護具（保護手袋と保護面と保護服）を着用してください。

液体の噴出があった場合、身体に傷害を負う危険があります。 
 

警告 

● 粉塵、ほこり、腐食性ガスまたは液等がかかる場所への設置は 
避けてください。粉塵やほこりの付着等によりシール性が低下し、

液体の漏れが発生し、身体に傷害を負う可能性があります。 
● 研磨剤、または凝固しやすい液体は正常な機能を妨げますので使用

しないでください。液体の漏れが発生し、身体に傷害を負う可能性

があります。 

● 過大な振動・衝撃を与えるような使用方法はしないでください。 

故障の原因となります。 

 

○ 取扱いについて 

警告 

● プラグおよびソケットの接合部分（シール部分）にキズをつけない

でください。液漏れの原因となり、身体に傷害を負う可能性が 

あります。 

● 本製品は樹脂製品のため、硬いものと接触させないようにして 

ください。本体が破損し、液漏れの原因となり、身体に傷害を負う 

可能性があります。 
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○ 運転方法について 

危険 必ず守ってください!! 

● プラグの装着・取外しは、配管内を無加圧状態にしてから行って 

ください。加圧されていると薬液が飛び散り、身体に傷害を負う 

危険があります。 

● プラグの装着・取外しを行うときは、必ず全身を防護する保護具 

（保護手袋と保護面と保護服）を着用してください。薬液が身体に

付着し、傷害を負う危険があります。 

● プラグの装着・取外しはゴミの無いクリーンな場所で行って 

ください。ゴミの付着によりシール性が低下し、液漏れの原因と 

なり、身体に傷害を負う危険があります。 

● 送液を行う前に、左右のロックレバーがロックされていることを 

必ず確認してから送液を開始してください。ロックされていないと

プラグが外れ、薬液が飛び散り、身体に傷害を負う危険があります。 

● 本体の２次側（ＯＵＴ側）にバルブを設置している場合、本体と 

２次側バルブとの間が薬液で満たされていない状態であることを 

確認し、残液があればＮ２圧送するなどで薬液を除去してください。 

残液がある状態で分離操作を行うと過負荷となり、本体が破損し、

正常に動作しなくなります。 

● 本体の２次側（ＯＵＴ側）にバルブを設置していて、本体と２次側

バルブ間の残液を除去する目的でＮ２圧送等が困難な場合、本体分離

操作前に必ず２次側バルブがＯＰＥＮ状態であることを確認して 

ください。２次側バルブがＳＨＵＴ状態のまま無理に本体分離操作

を行うと、過負荷となり、本体が破損し、正常に動作しなく 

なります。 
 

○ 保守・点検について 

注意 

●当社以外でＯリングの交換および解体を実施した製品についての 

故障、液漏れ等に関する責任は負いかねますので、ご了承ください。 

●メンテナンス作業に不安がある場合は、当社へ依頼してください。 
 
 
 
 
 



47AZ417356-08 6/45 

１．製品概要 
  ＡＱＣＢ型及び、ＡＱＳＢ型オートコネクターは、プラグとソケット

部が接続する前に、シーケンス制御等により自動的に純水洗浄とクリー

ンガスによる乾燥を行い、クリーンな状態で接続することができます。 

  この洗浄・乾燥方式は当社独自のエディサイクロン方式を採用して  

おりますので、全体をムラなく洗浄します。また、接液部には全て      

フッ素樹脂を使用していますので、耐薬品性の高い、抽出物のない     

クリーンな製品となっています。 

 

 

２．用途 
● 半導体用高純度薬液の移送 ● その他液体の移送 

 

 研磨剤、または凝固しやすい液体は正常な機能を妨げますので

使用しないでください。 
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３．仕様 

○５０ＡＱＣＢ型 

■ 送液流体  ：液体 

■ 送液圧力  ：Ｍａｘ．２５０ｋＰａ 

■ 送液温度  ：５～５０ ℃ 

■ 接液部材質  ：ＰＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、 

              ジャケットＯリング（ＦＥＰ／ＦＫＭ）、 

 Оリング材（薬液に応じて適宣対応） 

■ 純水洗浄圧力  ：Ｍａｘ．２００ ｋＰａ 

 流量  ：Ｍａｘ．５ Ｌ／ｍｉｎ 

■ 乾燥用ブロー圧力 ：Ｍａｘ．２００ ｋＰａ 

■ シリンダー操作圧力 ：４５０～４８０ ｋＰａ 

■ センサーアンプ電源電圧 ：ＤＣ１２～２４ Ｖ ±１０％ 

 

 

○５０ＡＱＳＢ型 

■ 送液流体  ：液体 

■ 送液圧力  ：Ｍａｘ．２５０ｋＰａ 

■ 送液温度  ：５～５０ ℃ 

■ 接液部材質  ：ＰＴＦＥ、ＰＣＴＦＥ、ＰＦＡ 

              ジャケットＯリング（ＦＥＰ／ＦＫＭ）、 

 Оリング材（薬液に応じて適宣対応） 

■ 純水洗浄圧力  ：Ｍａｘ．２００ ｋＰａ 

 流量  ：Ｍａｘ．５ Ｌ／ｍｉｎ 

■ 乾燥用ブロー圧力 ：Ｍａｘ．２００ ｋＰａ 

■ シリンダー操作圧力 ：５００ ｋＰａ 

■ センサーアンプ電源電圧 ：ＤＣ１２～２４ Ｖ ±１０％ 
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４．各部の名称 
  ５０ＡＱＣＢ型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上面図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       正面図           側面図           裏面図 

 
 
  ５０ＡＱＳＢ型（上面図は５０ＡＱＣＢと同じ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       正面図           側面図           裏面図 
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５．設置 
 

危険 必ず守ってください!! 

● 危険な薬液、溶剤等に使用する場合は、必ず、全身を防護する耐 
薬品性の保護具（保護手袋と保護面と保護服）を着用してください。

液体の噴出があった場合、身体に傷害を負う危険があります。 
 

警告 

● 粉塵、ほこり、腐食性ガス、または液等のかかる場所への設置は 
絶対に避けてください。製品本体が破損し、液漏れにより身体に 

傷害を負う可能性があります。 
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５－１ 開梱 

■ 開梱する際、製品に衝撃が加わらないよう注意してください。 

■ 出荷の際、製品には内部の汚染防止のため、防塵カバーを液の   

出入り口、洗浄・乾燥ノズルの出入り口等に施してあります。   

これらのカバーを開梱後も、配管工事直前まで汚染防止のため、  

外さないでください。 

■ 各センサーには、ファイバー（ケーブル）折れ防止の為に梱包材を

巻き付けてあります。これらは、ファイバー（ケーブル）折れ防止

の為、設置直前まで外さないでください。 

■ 長期に渡り保管する場合は、５０℃以下で保管してください。 

 
 

５－２ 梱包品リスト 

    ① ５０ＡＱＣＢ（５０ＡＱＳＢ） オートコネクター本体 ×１ 

    ② シリンダー前進・後退確認センサー用アンプ（オムロン） ×２ 

    ③ リークセンサー用アンプ（ａｚｂｉｌ） ×１ 

    ④ センサーカッター（シリンダー確認センサー用） ×１ 

    ⑤ センサーカッター（リークセンサー用） ×１ 

    ⑥ シリンダー用接続継手（１／４″）（フロウエル） ×２ 

    ⑦ ドレン用接続継手（１″）（フロウエル） ×１ 

    ⑧ サポートプレート ×１ 

    ⑨ サポートプレート用ボルトセット（Ｍ１０） ×２ 

⑩ フランジ接続用ナットセット（Ｍ１６） ×４ 
⑪ アース線（５０ＡＱＳＢのみ付属） ×１ 
⑫ アース線用ボルトセット（Ｍ５）（５０ＡＱＳＢのみ付属） ×２ 

 
 

５－３ 設置場所 

■ 振動のない、水平な所に設置してください。 

■ 粉塵、ほこり、腐食性ガス、または液等のかかる所への設置は   

絶対に避けてください。 
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６．オートコネクター本体の取付手順 

６－１ パネルへの取付け（50AQCB,50AQSB 共） 
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６－２ サポートパネルの取付け 

   ６－２－１ ５０ＡＱＣＢの場合 
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   ６－２－２ ５０ＡＱＳＢの場合（アース線含む） 
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６－３ 各継手の取付け（50AQCB,50AQSB 共） 
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６－４ アース線の取り付け（５０ＡＱＳＢのみ） 

   本体に付属のアース線（緑）と、サポートプレートをＭ５ボルトで   

固定し、必ず、アース線をフレームグランドと接続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

危険 必ず守ってください!! 

● 本体のアースを必ず、フレームグランドと接続してください。 
未接続の場合、重大な問題が発生する可能性があります。 
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７．各ポートの接続方法 
 

注意 

● 袋ナットを手で締付け､固くなったところから１／２回転スパナで
締付けてください。 

● 配管作業に際し、配管内にゴミが入らないように組立ててください。 
 
 

７－１ シリンダー用接続口の接続 

 シリンダー接続用ポートと分離用ポートの付属継手に１／４インチ 

ＰＦＡチューブを組付けて接続してください。他端はシステム内に   

接続してください。 

 

 

７－２ 洗浄・乾燥用ポートの接続 

 洗浄・乾燥用ポートの付属継手に３／８インチＰＦＡチューブを    

組付けて接続してください。他端は純水供給ラインおよびＮ２ラインに

接続してください。 
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７－３ ドレン接続口の接続 

注意 

● ドレン配管は、７－３－２で示した図の通り配管してください。 

● ドレンは、１インチより口径を大きくして配管してください。 
   

７－３－１  オートコネクターのドレン接続口は、付属継手に      

１インチＰＦＡチューブを組付けて接続してください。

他端はドレントラップのＩＮ側に接続してください。 

７－３－２  ドレンの配管は、洗浄室に過大な内圧が加わらないよう、

以下の図を参照して配管してください。 

■ドレン配管は、オートコネクター本体より下の位置で配管してください。 

 

■ドレン配管の途中にトラップ（容量 32Ｌ以上）を設置して、気液を   

分けるようにしてください。（オートコネクター本体からトラップ   

までは２ｍ以下で配管してください。） 

 

■ドレントラップから排水口までの排水ラインは、配管径を４０Ａ以上に

し、下り勾配をつけて配管してください。 
 

■ドレン配管途中にバルブを設置する場合は、ボールバルブを使用して 

ください。（当社のプラグバルブ“ＶＣシリーズ”をご利用ください。） 

 

OUT 

IN 

 

排水ライン(配管径４０Ａ) 

排気ダクト 

ｵｰﾄｺﾈｸﾀｰ本体 

排気 

ドレントラップ 
(容量は 32L 以上) 

バルブ(ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ) 

配管長２ｍ以下 
（配管径１ｲﾝﾁ以上） 

排水タンク 

下り勾配をつける 

ドレン接続口 

ドレン配管位置は
本体より下の位置 

排水口 
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８．各センサーの接続方法および機能説明 

８－１ 各センサーの接続方法 

 センサーを接続するには、各センサーケーブルについているタグ  

名称と付属のセンサーアンプに貼られているシール名称とを合わせて 

接続してください。 

 

 

８－２ 各センサーの機能説明 

 各センサーの機能について説明します。 

■ シリンダー前進確認センサーの機能 

 シリンダーが前進し、プラグと本体が完全に接続されていることを

確認するセンサーです。 

■ シリンダー後退確認センサーの機能 

 シリンダーが後退し、プラグと本体が完全に分離されていることを

確認するセンサーです。 

   ■ リークセンサーの機能 

     本体内部の液モレを検知するセンサーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

● センサーの接続およびアンプの調整方法につきましては、各社の 
カタログに記載されている指示に従ってください。 

● アンプは当社にて調整をしておりますが、組付け終了後の再調整を

推奨いたします。 

Ｅ３２－Ｔ１２Ｆ（オムロン）　

シリンダー前進確認センサー

　Ｅ３２－Ｔ１２Ｆ（オムロン）

　シリンダー後退確認センサー
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８－３ センサーアンプの接続（前進、後退確認センサー用） 

８－３－１ センサーケーブルの固定について 

形 E3X センサーアンプユニットは、ワンタッチロック方式を採用 

しています。 

 

     Ｅ３Ｘ－ＳＤ２１······ＮＰＮ オープンコレクター 

Ｅ３Ｘ－ＳＤ５１······ＰＮＰ オープンコレクター 

 

■センサーケーブル装着 

以下の方法でセンサーケーブルの脱着を行ってください。 

＜形 E3X-SD21・E3X-SD51> 

      ①保護カバーを開けます。 

      ②ロックレバーを起こします。 

      ③ファイバユニット挿入口にセンサーケーブルを確実に置くまで 

差し込みます。 

      ④ロックレバーをもとの方向に戻して、センサーケーブルを固定 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

■センサーケーブル脱着 

＜形 E3X-SD21・E3X-SD51> 

保護カバーを上げ、ロックレバーを上げるとセンサーケーブルを 

引き抜くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

● センサーケーブルの特性を持続させるためにも、ロックがはずれて 

いるか確かめてからセンサーケーブルを抜いてください。 
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８－３－２ センサーケーブルの挿入位置について 

 センサーケーブルユニットをアンプユニットに挿入する際は、必ず

下記のように“挿入マーク”の位置まで挿入してください。 

挿入不足は、検出距離低下などの原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－３－３ センサーケーブルの切断について 

 センサーケーブルをカッティングツールの穴に挿入し、ご希望の  

長さにセットしてください。 

 刃を押し下げて切断します。このとき刃を途中で止めないで一気に

押し下げてください。 

 アンプへの挿入時、挿入の基準となる“挿入マーク”は下図の操作

により表示することができます。 

 “挿入マーク”を正しく表示させるために、挿入マーク表示穴の    

奥までセンサーケーブルが入っているかをのぞき穴より確認した上で、

センサーケーブルに当たるまで強く押してください。 

 

 

 

 

 

 

センサーケーブル本来の性能を出すために、アンプへの挿入は、この

“挿入マーク”まで挿入してご使用ください。 

 

注意 

● 一度切断に使用した穴は使用しないでください。切断面が悪くなり、

検出距離が低下することがあります。別の穴を使用してください。 
 

挿入位置マーク 

センサーケーブルユニット 

 
センサーケーブル挿入マーク 

10.7mm 
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８－３－４ アンプユニットの固定について 

■ アンプユニット取り付け 

＜形 E3X-SD21・E3X-SD51> 

      DIN レールに取り付けてください。 

 

① センサーケーブル挿入部側(A部)のツメをレールにかけて、   
フックがロックするまで押し込みます。 

② アンプユニットの後部(B部)を押しつけ、しっかりはめ込んで   
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ アンプユニット取り外し 

＜形 E3X-SD21・E3X-SD51> 

１の方向に押しつけたままセンサーケーブル挿入部を２の方向へ

持ち上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ
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８－４ センサーアンプ各部の名称 

 

＜形 E3X-SD21・E3X-SD51> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサーケーブルをロック 
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＜形 E3X-SD21 出力回路＞ 

 

形式 
出力トラン 
ジスタの 
動作状態 

タイムチャート モード切替 
スイッチ 出力回路 

入光時 ON 

 

L-ON 
(LIGHT ON)

形 E3X- 

SD21 

遮光時 ON 

 

D-ON 
(DARK ON) 

 

 
 

＜形 E3X-SD51 出力回路＞ 

 

形式 
出力トラン 
ジスタの 
動作状態 

タイムチャート モード切替 
スイッチ 出力回路 

入光時 ON 

 

L-ON 
(LIGHT ON)

形 E3X- 

SD51 

遮光時 ON 

 

D-ON 
(DARK ON) 
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８－５ 初期設定状態 

センサーの種類 項目 
センサーの

入光/遮光 

センサーアンプ 

出力状態 

シリンダー前進時 遮光 OFF 
シリンダー前進確認 

シリンダー後退時 入光 ON 

入光 ON シリンダー前進確認 

シリンダー後退確認 
シリンダー切替え中

入光 ON 

シリンダー前進時 入光 ON 
シリンダー後退確認 

シリンダー後退時 遮光 OFF 

 
＜シリンダー前進時＞   ＜シリンダー切替え中＞   ＜シリンダー後退時＞ 

       接続状態                 切替え状態               分離状態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シリンダー シリンダー 
シリンダー 
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８－６ ティーチングの設定 

ティーチングの設定は、初期設定（「8-5 初期設定状態」参照）されて

いますが、センサーが正常に動作しない場合に再設定してください。 

 

■ ティーチング設定手順 

① 保護カバーを上げます。 

② 下記要領で操作してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサーケーブルをロック 
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   ◆エラー表示について 

表示内容 エラー内容 復旧方法 

 受光量が大き

過ぎる 

最小感度に設定されていま

すので、動作状態を確認の

上、ご使用ください。必要

によりセンサーケーブルの

設置を見直したあと、再度

ティーチングを実行くださ

い 

 受光量が小さ

過ぎる 

最大感度に設定されていま

すので、動作状態を確認の

上、ご使用ください。必要

によりセンサーケーブルの

設置を見直したあと、再度

ティーチングを実行くださ

い 

 制御出力に過

電流が流れて

いる 

負荷が適切か、短絡して 

いないか確認してください

 

 

注意 

●  電源を切ってもティーチング時の感度を記憶しています。 

 

   ●初期設定の変更が必要な際は当社までご連絡ください。 
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８－７ センサーアンプの接続（リークセンサー用） 

 

ＨＰＸ－ＡＧ００－１Ｓ······ＮＰＮ オープンコレクター 
ＨＰＸ－ＡＧ００－２Ｓ······ＰＮＰ オープンコレクター 

 

■ アンプユニット取り付け 

 

  ＜形 HPX-AG00-1S・HPX-AG00-2S＞ 

    専用取付ブラケット HPX-PA04（別売品）または DIN レールに取り付け

てください。 

 

③ アンプユニット前部の溝(A部)を専用取付ブラケットまたはDIN  
レールに挿入してください。 

④ アンプユニットの後部(B部)を押しつけ、しっかりはめ込んで   
ください。 

DINレールに取り付ける場合には、必ず両端をエンドプレート

HPX-PA03(別売品)で固定してください。 

 

          

 

 

 

 

 

 

■ アンプユニット取り外し 

 

  ＜形 HPX-AG00-1S・HPX-AG00-2S＞ 

ユニットを前方に強く押しつける(①)と、前部のロックが外れます。

図のように引き上げる(②)と取り外すことができます。 
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■ リークセンサーファイバのアンプユニットへ取り付け 

 

① 操作部カバーを開けてください。 

② リークセンサーファイバ固定レバーを前方へ倒してください。 

 

 

 

 

 

③ リークセンサーファイバをアンプユニットの奥まできちんと挿入 

してください。リークセンサーファイバの挿入長はファイバ挿入 

長さ基準マークを参考にしてください。 

 

 

 

 

 

④ リークセンサーファイバ固定レバーを元の位置に戻してください。 

 

 

 

 

 

⑤ 操作部カバーを閉めてください。 
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 ・細径ファイバケーブルの場合には、まず細径アタッチメン

トに組み付け、ファイバがアタッチメントの先端より0.5～

1mmくらいでるようにして組み付けてください。その後、 

アンプユニットの挿入孔の奥まで差し込み、固定して 

ください。 

 

 

 

 

 

・ファイバユニットの先端部およびアンプユニット挿入部 

付近は、断線しやすいので40mm(細径ファイバは10mm)以上の

直線部を確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ リークセンサーファイバの切断について 

 

     リークセンサーファイバの切断は専用カッター(付属)をご使用  

ください。なお、耐寒・耐熱形ファイバは切断できません。 

 

① ファイバを専用カッターの穴に入れ、所定の長さにセットして 

ください。 

② 刃を最後まで一気に押し下げて切断してください。 

③ ファイバは一本ずつ切断し一度使用した刃は繰り返し使用しない

でください。 

        

         ・ センサーファイバユニットの検出面が汚れた場合には、やわらか

い清潔な布で軽く拭き取ってください。なお、ベンジン、シンナ

ーなどの有機溶剤は使用しないでください。 

 

            

 

 

 

 

アタッチメント

ファイバの先端ファイバ

０．５～１ｍｍ
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８－８ センサーアンプ各部の名称（リークセンサー用） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜HPX-AG00-1S 出力回路＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜HPX-AG00-2S 出力回路＞ 
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８－９ 初期設定状態 

   ①遮光時出力ＯＮ（ＤＯ）設定（ダークオン） 

   ②パーセント設定（１５％） 

 

項目 センサーの種類 
センサーの 

入光/遮光 

センサーアンプ 

出力状態 

リークセンサー 反射型 遮光 ＯＮ 

 

８－１０ 出力切り替え（リークセンサー用） 

    入光時出力オン（ＬＯ）と遮光時出力（ＤＯ）を切り替えます。 

① FUNC/CANCEL ボタンを 3秒以上押してください。 
② LO/DO を ＋ または － ボタンで選択してください。 
③ AUTO/OK ボタンを押すと切り替えが完了します。 

       

 

 

 

 

８－１１ パーセント設定（リークセンサー用） 

    現在の受光レベルを基準として、その基準からの割合（％）を指定し、

そのレベルを設定値とします。 

    ワークがない状態での設定に適します。 

① AUTO/OK ボタンを押してください。 
 

 

 

 

 

 

② ＋または－ボタンでしきい値レベル割合(％)を設定してください。 
 

 

 

 

 

 



47AZ417356-08 32/45 

 

 

③ AUTO/OK ボタンを押してください。設定完了時[        ]
を表示します。 

チューニング中はワークを入れないでください。 
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９．運転 

危険 必ず守ってください!! 

● プラグの装着・取外しは、配管内を無加圧状態にしてから行って 
ください。加圧されていると薬液が飛び散り、身体に傷害を負う 

危険があります。 
● プラグの装着・取外しを行うときは、必ず全身を防護する保護具 

（保護手袋と保護面と保護服）を着用してください。薬液が身体に

付着し、傷害を負う危険があります。 

● プラグの装着・取外しはゴミの無いクリーンな場所で行って 

ください。ゴミの付着によりシール性が低下し、液漏れの原因と 

なり、身体に傷害を負う危険があります。 
 

注意 

●本体の２次側にＳＴＯＰバルブ等は必要ありません。２次側に 

ＳＴＯＰバルブを取り付ける際には、下記“操作手順表”を参照して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  手順① 手順② 手順③ 

接続 
２次側バルブ 

ＯＰＥＮ 

オートコネクター

前進完了 
― 

操 

作 
分離 

２次側バルブ 

ＯＰＥＮ 

オートコネクター

後退完了 

２次側バルブ 

ＳＨＵＴ 

 

上記“操作手順表”を参照し、オートコネクター本体が前進または、

後退の動作中に２次側ＳＴＯＰバルブをＳＨＵＴしないでください。

守らないと、本体が動作不良を起こし、接続または分離ができなく 

なり、故障または破損して身体に障害を負う可能性があります。 
 
 

専用プラグ側

（ＡＱＣ－５０ＡＰ）、

（ＡＱＳ－５０ＡＰ）

オートコネクター本体

（ＡＱＣＢ、ＡＱＳＢ）
パネル（筐体）

ＳＴＯＰバルブ
　〔２次側〕

薬液 薬液 
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９－１ 運転前の確認事項 

① シリンダー操作圧力が仕様通りになっていることを確認して   

ください。 

② 洗浄用ブロー圧力が仕様通りになっていることを確認してください。 

③ 接続しようとするプラグが本機専用のプラグ（サーパス工業製）で

あることを確認してください。また、供給薬液名と本機の対応薬液

名との照合確認を行ってください。 

 

９－２ プラグ装着手順 

① シリンダーが分離状態になっていることを確認してください。  

シリンダー後退確認センサーによる信号で確認できます。 

（“9-6 シリンダーの分離手順”を参照） 

② レバーピンを押しながら、左右のロックレバーを解除してください。 

 

③ オートコネクター本体についている防塵キャップを取り外して  

ください。 

④ プラグについているキャップを取り外してください。 

⑤ プラグを挿入し、左右のロックレバーをロック状態にしてください。 

（“プラグ誤接続防止キー”がある場合は、オートコネクター本体と

プラグの誤接続防止キータイプが同じである事を確認してから 

キー溝を合わせて挿入してください。） 

 

 

 

 

 

 

ロックができない時は、プラグが本体に完全に奥まで入って   

いないので、再度プラグを強く押し込んでください。 

 

 

 

 

 

レバーピン

ロックレバー

プラグ誤接続防止キー



47AZ417356-08 35/45 

 

 

注意 

● プラグとオートコネクター本体を接続する際には、プラグ側の 

ホース部分にサポート台を置くようにしてください。サポート台が 

ないとコネクター本体に曲げモーメントがかかり、漏れの原因と 

なる恐れがあります。 

 

例） 

 

 

 

 

 

 

 

９－３ 洗浄手順 

① 純水洗浄および乾燥用ブローの設定が仕様通りになっているかを 

確認してください。 

② ドレン配管途中にバルブが設置してある場合は、全開状態にして  

ください。 

③ つぎの手順で洗浄を開始してください。 

 

③-1 乾燥バルブを閉じ、洗浄バルブを開けて洗浄してください。 

③-2 洗浄バルブを閉じ、乾燥バルブを開けて乾燥させてください。 

③-3 乾燥バルブを閉じて洗浄・乾燥工程を終了させてください。 
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９－４ シリンダーの接続手順 

① シリンダー操作圧力が仕様通りになっているかを確認してください。 

② シリンダー接続用ポートより加圧し、分離用ポートより排気して  

ください。 

③ シリンダー位置確認センサーで確認してください。 
（“8-5 初期設定状態”を参照してください。） 

 

注意 

●本体の２次側にＳＴＯＰバルブ等は必要ありません。２次側に 

ＳＴＯＰバルブを取り付ける際には、下記“操作手順表”を参照して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手順① 手順② 

接続操作 
２次側バルブ 

ＯＰＥＮ 

オートコネクター

前進完了 

 

上記“操作手順表”を参照し、オートコネクター本体が前進動作中に

２次側ＳＴＯＰバルブをＳＨＵＴしないでください。守らないと、 

本体が動作不良を起こし、接続ができなくなり、故障または破損して

身体に障害を負う可能性があります。 
 

 ・接続用ポートから加圧する場合は、分離用ポートを排気状態に

してください。 

・シリンダーの分離・接続の動作は、１秒程度で完了するよう 

スピードコントローラなどで調整してください。 

 

 

 

 

 

専用プラグ側

（ＡＱＣ－５０ＡＰ）、

（ＡＱＳ－５０ＡＰ）

オートコネクター本体

（ＡＱＣＢ、ＡＱＳＢ）
パネル（筐体）

ＳＴＯＰバルブ
　〔２次側〕

薬液 薬液 
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※接続状態では前進確認センサーで確認できると共に、本体側面にある洗浄・   

乾燥用ポートがシリンダーの前進に伴いプラグ接続側（正面側）に移動します。 

目安になりますが、常にシリンダー前進確認センサーで確認してください。 

 

 

９－５ 送液 

オートコネクター本体とプラグの接続が確実に完了したことを確認後、

送液を開始してください。 

 

危険 必ず守ってください!! 

● 送液を行う前に、左右のロックレバーがロックされていることを 

必ず確認してから送液を開始してください。ロックされていないと

プラグが外れ、薬液が飛び散り、身体に傷害を負う危険があります。 

 

注意 

● 送液中は絶対に、洗浄・乾燥ブローを行わないでください。薬液と
洗浄液が混合し、思わぬ事故の原因となります。 
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９－６ シリンダーの分離手順 

① シリンダー操作圧力が仕様通りになっているかを確認してください。 

② シリンダー分離用ポートより加圧し、接続用ポートより排気して  

ください。 

 

危険 必ず守ってください!! 

● 本体の２次側（ＯＵＴ側）にバルブを設置している場合、本体と 

２次側バルブとの間が薬液で満たされていない状態であることを 

確認し、残液があればＮ２圧送するなどで薬液を除去してください。 

残液がある状態で分離操作を行うと過負荷となり、本体が破損し、

正常に動作しなくなります。 

● 本体の２次側（ＯＵＴ側）にバルブを設置していて、本体と２次側

バルブ間の残液を除去する目的でＮ２圧送等が困難な場合、本体分離

操作前に必ず２次側バルブがＯＰＥＮ状態であることを確認して 

ください。２次側バルブがＳＨＵＴ状態のまま無理に本体分離操作

を行うと、過負荷となり、本体が破損し、正常に動作しなく 

なります。 
 

注意 

●本体の２次側にＳＴＯＰバルブ等は必要ありません。２次側に 

ＳＴＯＰバルブを取り付ける際には、下記“操作手順表”を参照して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手順① 手順② 手順③ 

分離操作 
２次側バルブ 

ＯＰＥＮ 

オートコネクター

後退完了 

２次側バルブ 

ＳＨＵＴ 

 

上記“操作手順表”を参照し、オートコネクター本体が後退の動作中

に２次側ＳＴＯＰバルブをＳＨＵＴしないでください。守らないと、

本体が動作不良を起こし、分離ができなくなり、故障または破損して

身体に障害を負う可能性があります。 

専用プラグ側

（ＡＱＣ－５０ＡＰ）、

（ＡＱＳ－５０ＡＰ）

オートコネクター本体

（ＡＱＣＢ、ＡＱＳＢ）
パネル（筐体）

ＳＴＯＰバルブ
　〔２次側〕

薬液 薬液 
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 ・分離用ポートから加圧する場合は、接続用ポートを排気状態に

してください。 

・シリンダーの接続・分離の動作は、１秒程度で完了するよう 

スピードコントローラなどで調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※分離状態では後退確認センサーで確認できると共に、本体側面にある洗浄・   

乾燥用ポートがシリンダーの後退に伴い配管接続側（裏面側）に移動します。 

目安になりますが、常にシリンダー後退確認センサーで確認してください。 
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９－７ プラグの取外し手順 

① シリンダーが分離状態になっていることを確認してください。 

（“9-6 シリンダーの分離手順”を参照） 

② シリンダー後退確認センサーで確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ “9-3 洗浄手順”に従い、洗浄および乾燥ブローを行ってください。 

④ 洗浄・乾燥工程終了後、レバーピンを押しながら、左右のロック    

レバーを解除し、プラグを引き抜いてください。 

 

⑤ 防塵キャップを挿入し、左右のロックレバーをロック状態にして  

ください。 

以上で終了です。 

 

 

 

 

 

レバーピン

ロックレバー

キャップ防塵キャップ 
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１０．保守・点検 
 

注意 

●当社以外でＯリングの交換および解体を実施した製品についての 

故障、液漏れ等に関する責任は負いかねますので、ご了承ください。 

●メンテナンス作業に不安がある場合は、当社へ依頼してください。 

 

１０－１ 定期点検 

 定期点検は、使用状況により適時（最低でも年 1回）下記の項目を

点検してください。 

 

■ シリンダーの前進･後退動作 

■ 各確認センサーの汚れおよび反応状態 

■ ドレンの排水状態（目詰まり等） 

■ その他の各動作 

 

１０－２ 日常点検 

作業開始前に下記の項目を点検してください。 

 

■ 可動部の粉塵、ほこり、汚れの有無 

■ Ｏリングのキズおよび劣化 

■ 配管、継手部からの液漏れ 

■ 各操作圧力 
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１１．故障時の点検とその対策 

故障状況 原因 対策 
①プラグが正規のものでない ①正規のプラグ（サーパス工業製

ＡＱＣ／ＡＱＳ－５０ＡＰ）に

交換してください 

②防塵キャップが付いている ②防塵キャップを取り外して

ください 

③ロックレバーが閉じている ③ロックレバーを完全に開いて

ください 

④シリンダーが接続（前進）状態に

なっている 

④シリンダーを分離（後退）状態に

してください 

プラグが本体に装着

できない 

⑤プラグのナット部に、バリ、キズ

等がある 

⑤軽いものならヤスリ、サンドペー

パー等で除去してください 

①シリンダー操作圧力が仕様通り

になっていない 

①仕様内の圧力にしてください 

②シリンダー操作用電磁弁が正常

動作をしていない 

②修理あるいは交換してください 

③シリンダー操作用のエアー配管

に潰れ、折れ等が発生している

③潰れ、折れ等がない配管に交換し

てください 

シリンダーが接続状

態または分離状態に

ならない 

④オートコネクター内部及び、二次

側配管内部が薬液で満たされて

いる 

④オートコネクター内部と本体二

次側に接続されている配管内の

薬液を除去してください 

もしくは、オートコネクターの

二次側にバルブが設置されてい

ればバルブをＯＰＥＮ状態にし

て操作してください 

①洗浄水および乾燥ブローが仕様

通りになっていない 

①仕様内に設定してください 洗浄・乾燥ができな

い 

②洗浄水および乾燥ブローを供給

するバルブが閉じている 

②各供給バルブを開けてください 

①送液圧力がかかっていない ①仕様内で設定してください 送液できない 

②送液バルブが閉じている ②送液バルブを開けてください 

①アンプの電源電圧が仕様通りに

なっていない 

①仕様内に設定してください 

②センサーの受光部または入光部

が汚れている 

②汚れを除去してください 

③センサーケーブルが断線して

いる 

③新品のセンサーに交換して

ください 

センサーが正常に動

作しない 

④センサーアンプからセンサー

ケーブルが抜けている 

④アンプ内に突き当たるまで挿入

し直してください 

①本体のシール用Ｏリングが劣化

しているまたはキズがついて

いる 

①メンテナンス依頼を当社まで

お願いいたします 

送液時液漏れする 

②プラグにキズがある ②メンテナンス依頼を当社まで

お願いいたします 

 
その他の症状が出た場合は、代理店または最寄りの営業所までお問い合わせください。 
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１２．製品保証について 
 
サーパス工業（株）製品は、サーパス工業（株）より納入された日から

一年間、性能及び材質の欠陥に対して、欠陥原因がサーパス工業（株）の

設計、製造上の原因であるとサーパス工業（株）が文書で承認した場合、

代替品による同製品を保証します。この保証は、製品が誤った方法で   

使用されたり、改造されたり、本取扱説明書に記載された取り扱いに   

一致しない方法、ならびにサーパス工業（株）の勧告や指示に従わないで

使用された場合を除きます。 
サーパス工業（株）製品を単独あるいは他の製品と組み合わせて    

使用した場合で、製品の仕様条件を超えた状況で使用されたことによる、

直接または間接に起こる損失や損傷、個人の怪我、その他を含め、結果と

して起きる損害に関して損害賠償の責を一切負いません。サーパス   

工業（株）の保証に基づく補償は製品の交換に限定されます。 
 

次に示す状況で生じたものは有償となります。 
● 取扱説明書に記載した内容以外の使用によって生じた故障および損傷。 
● 使用上の不注意による故障および損傷。 
● 分解、改造、および不適当な調整、修理による故障および損傷。 
● 天災、火災、その他不可抗力による故障および損傷。 
● 消耗品および付属品の交換。 
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－ メモ － 
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＜お問い合わせ先＞ 
 
 
サーパス工業株式会社 
〒361-0037    埼玉県行田市下忍 2203 
ＴＥＬ：048(554)9760  ＦＡＸ：048(554)9906 
URL：http://www.surpassindustry.co.jp 
C 2006-2011 Surpass Industry Co.,Ltd. All rights Reserved. 


